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弔

護手

穆
食
品
沼
先
生
忽
潟
?
乙
し
て
菟
去
せ
ら
る
。
新
界
ま
に
一
若
を
奨
ふ
h

哀
棒
に
議
ふ
可
け
ん
や
。
思
ふ
に
慶
明
の
際
h

泰
蕗
技
術
の
務
盛
行
し
斯
文
一
般
結
え
ざ
る
こ
之
務
の
加
し
。
先
大
人
集
村
博
士
ぬ
の
間
関
に
践
で
識
見
一
明
惑
も
感
今
古

を
党
ね
h

終
史
百
家
掩
笈
該
、
議
能
く
文
還
が
一
銃
傍
に
蹄
す
。
山
仰
に
近
代
総
林
の
偉
観
た
り
?
先
生
幼
に
し
て
聡
慈
￥
関
川
に

失
業
を
承
け
も
搾
勝
一
切
関
も
深
く
識
し
中
に
惑
か
も
経
義
宋
儒
を
主
E
C
し
』
考
接
請
撃
に
絞
る
。
昭
和
四
年
東
京
文
理

科
大
懇
の
創
始
せ
ら
る
る
や
、
務
せ
ら
れ
て
漢
文
懇
科
を
議
鴬
し
提
制
勝
訴
建
的
後
七
年
、
英
の
諸
生
を
導
く
や
懇
切
丁
寧

街
々
-
序
布
台
、
支
を
以
て
従
携
の
者
皆
議
第
に
侍
す
る
か
c
以
て
繁
み
l
」
銭
せ
‘
2
9
0

旦
先
生
醇
一
俸
の
費
消
獄
筏
索
作
殺
な

〈
務
迎
な
く
し
て
隠
か
も
不
一
一
誌
の
減
化
は
欝
笠
の
議
の
知
〔
。
我
が
議
文
純
子
研
究
家
が
閥
的
-
界
一
の
後
建
一
か
ら
以
て
し
て
命
m
m
A

資
の
関
学
風
宏
保
持
し
も
務
友
数
娯
の
間
関
麗
捺
議
mm
器
に
路
ひ
材
合
成
す
も
の
皆
先
生
の
賜
な
り
。
然
か
も
後
濯
の
先
生

に
期
す
る
所
今
後
猿
々
多
か
ら
ん
F

乙
す
る
の
時
h

一
製
法
誌
と
し
て
議
出
に
持
せ
ら
る
。
幽
明
作
然
滋
伐
材
長
へ
に
殺
す

可
ら
や
。
怨
し
く
遺
影
を
仰
い
で
往
誌
の
提
識
を
議
閉
山
す
る
の
み
。
訟
に
永
訣
に
踏
み
、
議
み
て
認
誌
の
深
M
仰
が
拝
一
謝

L
、
恭
し
く
阿
武
仰
の
誠
を
捧
戸
、
。
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